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オキナふビス（ヂど㌻油一路毎∫ 鮎γ克柚）は鹿島寒から相模拷，さらに伊豆諸島海域にわたって分  

布し，水深20～100ヒロ（36～i80nl）内外におよぷ広い水城に生息（膏良】959）するといわれる。   

奥谷（1969）は，勇一キナエビスの産地として，外野から銭洲，黒瀬のぎL和こおいて12ケ所の採灘地  

点を斬ザ，その分布鶴間ほ北総うう0－20′付近から同350－2う′の範囲であり，採取された水裸は撤浅  

881m（利島出し），プ没深250】Ⅵであって，120～200111が最も頻度が商そうであると報告している。   

松本ら（1972）は，1967年大玉崎東方はkm，水深160111から採取したオキナエビスの飼育観察を  

行ない，その生態を糀督しているので，その生息は更に広い海域におよぶものと考えられる。   
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この報告は∴款者らが柑78研2月ほ目，寵嘉大学梅澤研磯所白鳳丸の相模湾総桐・唱査航海で，伊  

豆大島南方東髄烏が－28′，北緯う4▲0－うう′の地点（Fig・2参照）に鑑別網故人れて採取したオキナ  

。ニビス1個体（敏郎imlll，殻径661T＝11）の飼育とその紋察総菜である0  

採取とその後の経過   

採詔の経過と方法 採取に使用した底刺網ほ，イセふどなどの漁捉に鮎、られる三枚網（外綱闇  

郎8cmxう‡右」句網目合7cIⅥ×26】ヨ，網丈173cm，＝文の長さ75Ⅰ－1）で，この誹ヨ査でほう反を避  

Fig．1．PllOtOgl・apllOf an olくinaebisしl・  
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純して海底に敷設し庇生生物の撲取を呑むみた。   

ほ月日・Lニ1値時23分，Fig．2 のa地点（水深11うlⅥ）から1）地点（水音架9うnl）に向って漁具を入れ  

始め，岡持＝釧キヨ雪分に入Jl終った。lうⅠニ…06時32分c地点（水深9うnl）からa紬こ向って揚収し始め  

剛二109時lう分d地点（水深77111）で揚げ終った。その間，船は強い東流によって東へ庶流され，船  

位の変化から漁具のa錯蓬ほ，a地点からd地点まで海底を引きずられたことがわかった。   

勇一キナエビスほ，09時00分Fig．2 の㊥印点で削乳丸の甲板上に揚赦され烏が上土述の状況から  

a bの中間点である○軌，又と㊥印′尉た胃を結ぶ線上のいずれかの地点で鰍こかかったものと考えられ  

る。   

採取地の環境 庶刺約数設酢或は，大島南方大室根し北塙部で㊥印点の水深は951Tlであった。こ  

の付近の水深ほ東方が浅く，西方に向って潔くなっている。○酢点の甑図記状の水深は，王け11で  

あるので，オキナユビスの採取された地点の水深ほ，95～11うmの間であると考えるべきであろう。  

また，生息地の水温は付近での測温結果を参考にして16．0へノ13．00Cの聞と推定した。   

採取地点は，大釜出し海台の北部西醗劇蘭で，流速2．うーくtの黒潮刃‡流に洗わjtるぎ机上部である。  

また，同時に網にかかった生物相から・みると，この毒鯨域ほきわめて生産性の商い水域である。奥谷  

（1969）ほ，オキナエビスの分布生態について，生息場所ほすべて潮のあたる側であるとしている  

が，潜潜らが採取した地の条件とよく－一致している。   

採取彼の経過 採取後，勇一キナエ∴ビスをビーか－（径1うcm，深さ‡うcill）に入れ∴船内研究室で  

12月ほ㍑】まで飼育，19】三】袈艶姿に搬入，ガラス製水槽（22×3う×26ciⅥ）に移し低甑擁内に格納，  

飼育を開始した。粟駿嚢灘入までの飼育海水の水温ほ，10～1うOCであった。   

水槽底檻ほ，甫径う～3mmの別翻粒を約2cITl敷きつめ，椎潜水温を140c前後に総つようをこし  

た。また，低温庫な！邦む鉄枠を作り，周囲に毛布を張りめぐらせて滞暗くし，掛率の状況に近かず  

ける配慮をした。  

飼 育 と 観察  

肇晩餐内の水槽で飼育を開始するにあたって，新しい自然海水がなかったので，まず，人工海水  

を依月〕し，12月28】ニl以降は熊野市後輪沖から採取した海水を使用した。   

飼育期憫伸一の水温およびⅠ）1iの状態をFig．3 に示す。水視ほ13～i50Cの絡抑こ保たれるように  

努めたが，1月6E＝2時には，170cまで上昇し，また，5月iOl‡l水換えの際あやまって冷却して  

いない海水を入れたため，闇雛0分から1即寺の聞18．80Cの高水温となった。この水温の急変が滋  

野欝を与えたか，その纏後から急激に活動が鈍った。また，2月23日17時の水換後から24日18暗ま  

での間は水温が低下し，最低7．月・OCまで下降した。   

水槽内満水のP‡Ⅰ値ほ，7．うから8．0の間であった。このような環境の中で以下に述べる様々の  

観察が行なわれた。   

飼育中に観察された行勤12月1引］からほ目の間は，白鳳丸研究室内のビーカーで飼育した。16  

ド目釘ほでに鹿足な伸ばして庇に近い側壁面に昇っていたが，その後i7日愛でそのままの位檻で全く  

動かなかった。12月ほ廿隠見な殻内に縮擁容縛の庇に転落，構転していたが，再び胞足を伸ばし庇  

から5cmの側場面にはい上った。  

12月柑＝洛験室内水槽に移したが，20き‡i王7纏までほ全く動かなかった。翌Ⅰ：】の10時15分ヨミでの聞  

に剛立澤で左プチ向に900抑転しただけで，2川16時10分になって初めて倣足を殻外に伸ばした。   
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12月20日から水紬如こ小アジの肉片を入れたが，錮に対する積極的な移動は認ガ）られなかった。   

水槽内の環境に順応してきた2月2日の】6時30分から45分葱での間，螢光灯を′卵丁したままの状  

態で4clllの移動を観察した。毎分0．3clllの移動であるが，ごく短時間内の移動では毎分2clⅥ位の  

移動が観察された。松本ら（1972）は鳥羽水族館で飼育中のほふく行動ほ∴椴高18clll／′／1T】i11であっ  

たと報告しているが，そのような速さほ観察できなかった。   

2月四月＝時からほ昭09時に至る46．3時間にわたり，1分間隔で8mmカメラを作動させ，オキ   
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ナエ∴ビスの行動を連続磯野した。照明にほ水槽上部にう2ワットの螢光灯を点灯し，フラッシュほ用  

いなかった。   

Fig，4はこの結果に基ずいて描いた行動圃である。ほふく行動は挺進せずやや蛇行し，洩部を  

ゆっくり友和こ振りながら進行する。映像から得られた速さほ0．32cm／′minであった。観察中，側  

壁に遣い上ろうとして転倒し，起き上るまでに約3～6時間を要した。   

ほふく行動中，飼料が至近にあるにもかかわちず飼料に寓行して緻掻的に擬糾する行動は認めら  

れなかった。   

飼育は毛布を張りめく、・らした鯉照明の状態で行なわれたが，観察のため32ワットの蛍光灯な艮か  

ら80cm位の距離で点灯しても，動作に変化ほなく，光に対する反応は鈍いようであった。擾牽汐の  

ためのフラッシュには，わずかに反応を示し∴触角や頭部庖少しちぢめることがわかった。ドアの  

開閉や人の近接にほほとんど反応及示さず，音に対する反応は敏感でないようであった。   

松本ら（1972）が鳥羽水族館の飼育観察により，オキナエビスは昼間動かず，午後＝時から午前  

2時にかけて政も活発なほふく行動なすると報督しているように，オキナエビスは夜行性であると  

いう経営が多いが，この水槽内の観察から藤間も行動することが認められたので，水槽底な21区画  

に分け90糾も雛こわたって艮の移動を記録した。その結果，昼間動かず夜間だけ移動した場合が2用  

（23．3％）で昼間ゼけ動いた8日（8．9％）より多いので，夜間の方が動きは活発とほいえるもの  

の昼夜とも敷いた場合が201ヨ（22．2％）もあることを併せ考えると，夜行性とほいい切れないと考  

える。  

Fig．4 TllelmOtion ofけほ0Ⅰくillaebisuin the tanlく，Obtai】－ed byI）1－0亡Ogral）hing・  

Nunll】el・S Of抽ree or foし汀figures are s王10Wn Of ti－e tinle・  

摂餓12月20日までほ餅料を全く与えなかった。12月17日寓径ま．5m】m，長さ20ml－－の黒色円筒  

プl≠の箋i竃塊を排泄した。検紋の結果泥にまじって海綿罵の骨格多数がみられた0  

12月20甘表皮を除いた小アジの肉片な飼麿水槽に入れたが，2引ヨまでほ全く摂鯛しなかった。Ⅰ2  

月23‡封卦径1．うlⅥ1T】，長さ20Illlllの栗城泡2恒l排泄した。この遷璧塊も前‡亘‡の場合と河様に採取前の  

摂糾によるものと考えられる。この糞塊の内容写衆をFig・う～aに示す0   
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a Beねrel〕1acing roodin tlle tan】（．  b Aftel－l）1aci11g foo（iin仙e tanlくt  

Fig．5．PllOtOgral）】ュof feces．   

12月2別封こほ小アジ肉片にごく少盈擬餌の跡があり，飼簡後はじめてのことであった。引きつづ  

き2引ヨには腰足を伸ばし，小アジの肉片を押さえ込んで摂糾中の所な観察した。その綾残った飼料  

を検蓋した結果，2＝借匠瀦0．うgを擬餌したことがわかった。   

松本ら（1972）も鳥羽水族館の飼育結果で冷凍アジを摂糾したと報督しているが仁今回ほ更に他  

の飼料に対する選択性などを知るため，曇蔑蝿醸野市磯綺の侶礁から採取した，サザエのむき身，  

カニ類の脚の肉，侮蔑発言2棟，ウミトサカ類2種な12月27i三】水槽内に入れた。  

】2月28‡二】10鳩，濾径1．う1ⅥIll，長さ約100111nlの粘液状の糞を排泄したが，半透明であり，鰍＝仁一で  

の摂耶物がほとんど体内に残っていないことが推察された。12椚Oi；l，カニの肉片にごく少魔の擬  

餌の跡を認めたほか，赤色ウミトサカ馴袈足で押え込んで摂飼ヰーのところを観察した。その後全飼  

育期間中に与えた飼料に対する摂糾した鯛料とその蔑蕊をまとめたのがFig・う である0  

‡莞†から明らかなように，1月未までに劇灘した盛はごく少盈であって，小アジの肉（○印），ウ  

ミトサカ頬（⑳印），カニの肉（×lパ甘）の合計離農蔑は4．うgにすぎなかった。2月に入ると，摂  

餌回数が増加し，ウミトサカ雄を選択的に捕食するようになり，その敦盛は2月中の合計12・うg，  

3月中の合計9．Og，4■月中の合計8．Ogであった。5月に入ると急緻をこ摂研が活発に凍り7軋聞で  

ウミトサカ放を24．うgを摂糾した。4－月‖汗＝こバカガイのむき身（×f）を頂糾したが，その鼠ほ  

0．5gとごく少放であった。   

4■月1‡壬1∴前＝かち与えてあった冷淡ウミトサカがまだ水槽1瑚こ残っているところへ，揺取匿後  
の生鮮なウミトサカを入れたところ，新しいものから鳴いはじめた。同様のことが4月l鋸胴こも観  

察され，数概の飼料の中から特にウミトサカ類を優先して摂銅することを併せ考え，オキナエビス  

の摂糾にはかなりの選択性があることがわかった。   

5月10‡：lの水換後水温が18．80cに上昇したためか，急に摂糾を止め，以後全く駒料をとらなく  
なったまま飼育開始後14て巨＝ヨに死亡した。   

2月1蒼ヨ，ウミトサカ類をたべた後に摂潤した氷塊の内容写試せf擁．う ー1）に示す。ここに∴な  

られる棒状の内容磯闇∴考えられたウミトサカ類の残捧であるが，Fig．う岬仙a の中にも同じもの  

がみら九ることから，自然状態でもウミトサカ顆を擬餌していたことがうかがわれ，興練深い結果  

であった。   

また，ウミトサカ類，アジ，カニ，パカガイの肉などの動物性の飢料を摂糾したのに，海藻など  

総物性の飼料ほ，飼育期間中全く擬餌しなかった。松本ら（Ⅰ972）も同様のことな雑費しているの   
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で，勇一キナエビスは，肉食であろうと推察する。   

観察された特殊な行動 飼育中のオキナエビスのほふく行動は，そのほとんどが水槽庶と底部に  

近い側壁面であったが，時折水碑倒呈壁面の上部まではい」こり，殻を水面上に出すことがあった○こ  

のような行動は鋼麿蘭水が古くなってきた場合に起きるように思われたので，その都度水を入れ替   
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え，オキブーエビスを楢既に移した。従って，飼育海水の状態とこの行動との閑適について十分な検  

討な試みるには至らなかった。   

水槽内を行働する場合は，鹿足を出し，触角を伸ばしてきわめて緩やかな移動をしていたが，2  

月1引二】および2月18I三！それぞれ20分位の抒凱収足尾部を穀の上に伸ばし，あたかも殻の外面なぬく 

っているような行動をした（Fig．7）。この行動のぎ射的は，不明であるが，渡辺ら（i980）もペニ  

オキナエビスの飼育中同様の観察結果を報告している。  
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